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り  ど  iP
道  日  E
務  rTR  i1/
刀ミ  愛   畦
と 用  は
し す  五
て  る  ヶ
識  8寺 大
か  は  事
れ 破  の




こ廷  す日   ｀
君  其  人
「エ  メ、  ヤこ
合 に  営 :
肥 中  と
ル
ヴ) る  詞||
道  と  ず
す4!   ラゃ   ｀
な 去  人
う ｀  生°
 心  は
:  中  古
:  る  今
i  と  に
天  は  も
下 ギr 君
｀
ウ1) 】IP  Fど
去  ↓F と
危  叶  書
は  ン芸` て
一  と  君
人  云  も
の 去  圧
往J  ｀   も
Jぷ 母と と
に 元  誦
定  比  せ
ま 菩  う
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上 本 田 農 野 同 月R 紀 紀





治 寺瑚 千 治 直 人 由 宣 房
理
r t t








3旨3:3忌忌3忌 ]辛汚 伊 俊
衛 凝
倉
王
尋
）
（以
下
省
陥
）
理
耐
掌
道
及
垂
加
沖
道
の
系
統
に
就
て
（
木
村
定
三
）
能
不
俸
支
子
情
美
天
読
賠
利
、
途
仁
護
明
子
本
理
、
如
比
書
侍
留
止
云
爾
。
寛
文
十
一
年
手
亥
十
一
月
十
七
日
天
見
屋
命
五
十
四
代
姉
俸
相
出
陰
士
　
士ヨ
川
性
足
謹
書
御
一霊
披
目
録
　
大
檀
紙
の
横
目
録
三
つ
折
一
一
〇
裏
面
に
殴
榛
苑
の
友
松
の
代
筆
も
あ
う
附
記
　
延
賢
三
年
九
月
友
松
よ
う
惟
足
に
再
度
の
議
明
書
を
乞
ひ
た
う
、
共
文
は
行
略
せ
う
。
御
　
盤ヽ
　
抜
　
記
あ
ら
か
じ
め
す
る
事
あ
う
、
後
ま
つ
事
あ
う
、
義
ま
さ
に
時
に
随
へ
と
な
う
、
陸
奥
含
津
大
守
左
中
格
源
正
之
公
は
ｉ
天
下
あ
御
後
見
に
つ
か
ム
ま
つ
ら
せ
給
ム
事
年
久
し
も
致
仕
の
後
も
召
に
徒
ひ
慶
ま
ム
務
う
給
ふ
。
Ｈ
等
友
松
氏
興
、
其
友
山
崎
敬
義
、
予
門
弟
服
部
安
休
、
と
共
に
謀
う
て
適
々
道
を
學
べ
る
人
も
那
退
ば
、
必
す
浮
居
の
手
に
競
る
悲
哉
、
我
囲
如
在
の
祭
に
遥
ム
。
い
か
で
か
鬼
郡
本
格
し
給
は
む
。
さ
れ
ば
忠
は
生
る
に
仕
ム
る
の
み
な
ら
ん
や
、
古
へ
の
質
き
人
は
、
鬼
前
に
仕
ム
ま
つ
る
事
を
ゆ
る
か
せ
に
せ
ず
、
今
猶
討
代
の
道
正
に
樺
へ
う
、
さ
れ
ぼ
信
の
守
か
た
く
、
敬
の
心
ム
か
く
ま
し
ま
せ
ば
、
土
津
と
抜
し
侍
ら
ん
事
を
願
ム
。
生
る
よ
う
霊
抜
あ
ぅ
例
今
も
苦
国
家
に
行
は
れ
な
ば
、
か
く
あ
ら
ま
し
と
僕
に
前
へ
う
、
時
に
曽
う
て
い
つ
ち
に
譲
る
べ
き
方
あ
ら
ぎ
う
け
れ
ば
、
謹
ん
で
土
津
霊
泄
と
抜
け
本
う
ぬ
。
縄
之
て
久
し
魯
討
道
を
再
興
し
本
つ
た
え
し
に
か
へ
る
事
皆
此
君
の
志
其
根
ざ́
し
深
さ
誠
よ
う
Ь
乙
れ
ば
、
今
も
猶
ゆ
く
さ
さ
も
共
徳
に
化
し
て
是
に
従
は
ざ
ら
ん
や
。
（省
略
）
我
耐
道
に
入
う
て
信
仰
盆
々
厚
く
、
三
事
の
階
級
を
直
ち
に
超
て
四
重
の
重
位
に
至
う
て
、
道
の
鶴
の
妙
な
る
土
君
を
悟
今
給
去
事
を
も
イ
、
し
か
名
付
け
本
れ
う
。
又
含
津
を
知
れ
る
君
な
れ
ば
津
と
い
Ａ
も
よ
し
あ
る
事
に
や
、
況
し
て
土
は
金
を
も
か
ね
津
は
つ
ど
ム
の
い
ひ
。
又
水
に
よ
れ
う
、
是
帥
ち
智
徳
に
あ
ら
ず
や
、
か
れ
こ
れ
あ
ひ
に
あ
一去
事
、
ま
こ
と
に
天
命
な
ら
ん
か
し
、
寛
文
十
一
年
辛
亥
十
一
月
十
七
日
天
兄
屋
命
五
十
四
姉
構
相
出
鷹
士
　
吾
川
性
足
謹
書
⌒
延
賛
三
年
九
月
友
松
氏
興
、
此
再
護
明
を
惟
足
分
に
求
め
た
う
）
型
摯
計
通
及
垂
加
沖
通
の
系
統
に
就
て
（
木
村
定
三
）
寛
天  文
見 十 十
屋 一 一
命 月 年
五 十 辛
十 七 亥
四 日
偉
理
騨
加
道
及
工
加
即
道
の
系
統
に
就
て
（
木
村
定
三
）
一
一
二
走
を
讃
ま
ぼ
、
正
之
の
奥
秘
授
受
護
明
と
、
霊
抜
授
興
と
は
同
時
で
は
あ
る
が
、
こ
者
其
性
質
を
異
に
す
る
事
寸
明
か
で
あ
葛
、
而
し
て
関
若
が
垂
加
転
暁
を
得
た
の
は
夫
れ
よ
う
数
日
後
の
事
で
、
徒
つ
て
此
除
道
統
の
張
受
が
あ
っ
た
と
は
信
ぜ
ら
れ
ず
、
侵
う
に
あ
つ
た
と
す
れ
ば
常
然
何
等
か
の
議
明
書
又
は
記
録
の
存
す
る
告
で
あ
る
、
然
る
に
惟
足
は
一
言
も
之
に
言
及
し
た
事
が
な
く
、
彼
の
安
体
を
末
砧
に
初
前
と
の
照
令
の
際
に
も
何
等
言
及
し
て
居
ら
な
い
。
ュ
Ａ
年
管
時
の
闇
石
の
位
置
は
惟
足
と
は
道
を
語
る
の
友
に
過
ぎ
な
か
つ
た
、
此
外
茶
山
集
に
も
彼
の
前
道
研
究
に
財
て
、
卒
年
後
た
束
武
に
迪
３
上
津
及
び
安
休
等
と
台
し
、
討
ザ
屯
Ｗ
岬
〕
功
】
り
て
す
、
土
球
十
ぐ
る
に
卜
部
の
識
を
以
て
し
配
吾
に
卑
ぼ
し
む
、
然
る
に
其
資
土
津
の
俸
ム
る
庭
居
多
な
う
云
々
。
と
、
是
も
洗
川
本
海
の
語
る
庭
と
て
誤
書
が
少
い
と
信
ず
る
。
以
上
の
事
賃
を
練
合
す
れ
ば
、
た
は
彼
の
円
下
生
が
我
師
材
４
崇
し
て
道
統
相
体
者
並
に
取
扱
つ
た
の
を
、
何
時
し
か
五
十
五
代
姉
体
と
察
う
上
げ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
共
誤
佳
の
一
護
と
し
て
ヽ
卜
部
の
常
に
国
く
、
抑
離
磐
境
之
俸
を
得
る
者
は
、
生
れ
な
が
ら
霊
荘
の
枕
を
得
、
囚
て
大
己
貴
命
を
三
詰
山
に
唯
韓
ル
韓
セ
刊
倍
津
中
陶
紳
車
申
】
中
中
冴
』
嘲
鞠
錦
弗
者
甜
、
近
世
萩
原
灸
徒
を
那
海
と
挑
す
、
吉
川
惟
足
を
哲
垂
加
と
披
す
と
云
ふ
。
（
秦
山
集
）
此
庭
に
も
、
曇
抜
と
奥
財
張
受
に
開
す
る
知
識
に
欠
く
る
庭
が
あ
る
の
は
暗
む
ゃへ
き
で
あ
る
。
元
宋
奥
私
常
授
が
順
る
重
大
性
の
も
の
と
し
て
取
扱
は
れ
た
事
は
、
性
足
封
吉
田
灸
連
の
俸
授
返
遠
問
題
が
物
議
を
起
し
て
逢
に
は
惟
足
の
人
物
許
を
す
ら
生
ず
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
、
即
ち
油
小
路
降
貞
卿
管
て
飛
連
卿
に
語
て
□
く
、
卿
惟
足
を
惜
む
こ
と
比
の
如
く
甚
し
恐
く
は
誤
れ
う
、
惟
足
如
し
沖
道
に
達
せ
ぼ
孟
ぞ
之
を
招
き
て
聞
か
ぎ
る
、
徒
ら
に
人
を
し
て
婦
疾
の
談
を
臓
け
し
む
、
主
に
惜
し
か
ら
ず
や
、
吾
・格
に
近
日
江
戸
に
下
向
せ
ん
と
す
、
親
ら
惟
足
に
面
し
英
卑
を
試
む
べ
し
と
。
隆
貞
卿
江
戸
に
下
う
細
川
丹
後
守
と
相
興
に
惟
足
に
含
し
、
其
話
談
を
聞
き
て
大
に
威
服
し
、
婦
京
の
後
途
に
古
田
、
萩
原
を
調
護
し
て
之
を
招
が
し
む
じ
雨
家
乃
ち
苦
を
作
て
性
足
を
電
す
、
惟
足
答
書
し
て
田
く
、
吾
荷
く
も
幕
府
に
見
え
本
ら
ず
ん
ば
、
回
よ
う
ほ
に
疾
連
に
上
京
す
べ
し
、
今
己
に
御
目
見
を
許
す
、
江
戸
を
去
る
こ
と
自
由
を
得
ず
、
如
し
回
く
之
を
召
さ
れ
と
欲
せ
ば
、
京
の
所
司
に
告
げ
て
可
な
う
と
、而
家
巳
を
得
ず
永
井
伊
賀
守
に
告
ぐ
、伊
賀
守
之
を
御
老
中
に
を
す
、
乃
ち
摩
馬
三
疋
を
給
Ａ
て
上
京
す
、
校
す
る
に
臨
み
令
得
（正
之
）
に
中
し
て
日
く
、
今
般
上
京
し
認
館
磐
坂
之
樽
格
に
徒
連
卿
に
返
附
せ
ん
と
す
、
然
ら
ぼ
則
ち
再
び
授
け
本
る
こ
と
を
得
ず
、
今
に
方
て
願
く
は
之
を
授
託
せ
ん
と
、
令
得
曰
く
刑
離
磐
境
は
吉
回
一
子
相
任
の
秘
、
子
が
得
て
聞
く
べ
き
に
あ
ら
ず
と
之
を
併
す
。
奥
秘
授
重
が
斯
く
も
重
大
性
の
も
の
で
あ
る
か
ら
に
は
先
に
は
惟
足
が
紀
州
侯
取
宣
に
と
思
去
て
も
公
は
回
備
し
て
班
単
和
通
及
工
加
耐
道
の
系
統
に
就
て
（
木
付
定
〓
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一三
エ
理
寧
耐
道
及
垂
加
耐
道
の
系
統
に
就
て
（木
村
定
三
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一四
受
け
ず
、
今
又
正
之
も
容
易
に
授
受
に
雁
じ
な
い
の
で
あ
る
。
新
ぐ
，て
後
研
く
惟
足
の
西
下
と
は
な
っ
た
が
、
決
し
て
愉
性
な
旅
行
で
は
な
か
つ
た
、
夫
は
衆
目
竣
配
の
祉
に
比
桁
沖
的
拓
真
理
あ
和
俸
を
一ぼ
形
式
的
に
吉
田
家
へ
と
強
い
ら
る
ヽ
か
ら
で
あ
る
。
管
て
彼
及
び
安
体
が
道
才
求
め
た
場
合
と
は
雲
捉
の
相
達
が
あ
る
の
で
あ
る
ｃ
此
行
や
、
惟
足
吉
回
に
沖
道
を
返
任
せ
ん
が
窮
に
上
京
す
る
の
識
、
江
府
中
外
に
流
聞
籍
々
た
う
、
紅
棄
山
の
道
入
等
ン
〓魁
と
な
し
て
見
そ
世
の
刑
道
に
志
あ
る
若
争
ひ
所
て
上
京
す
。
苦
回
、
萩
原
而
家
己
に
之
を
快
と
せ
ず
晰
く
間
一言
あ
り
、
性
足
雄
に
至
う
吉
田
に
講
ム
に
那
代
を
を
話
談
す
る
を
以
て
す
、
古
日
家
曰
く
討
談
を
聞
か
ん
と
欲
せ
す
、
只
故
萩
原
家
托
す
る
庭
の
秘
を
速
か
に
之
を
返
体
し
て
可
な
う
と
、
惟
定
回
く
之
を
前
ム
。
古
田
家
口
く
耐
海
汝
に
樽
去
る
時
話
談
の
計
な
し
、
然
る
に
回
く
之
を
欲
せ
ぼ
体
授
元
宴
の
後
一
討
談
す
る
も
亦
可
な
う
、
宜
し
く
先
づ
奮
俸
を
授
く
べ
し
、
惟
足
止
む
こ
と
を
得
ず
、
込
一
秘
体
を
返
附
す
。
然
る
に
事
抵
勉
に
出
づ
逃
か
に
非
せ
ず
湖
く
牛
歳
に
垂
た
と
す
、
諸
園
参
集
す
る
も
の
皆
倦
怠
し
各
散
し
て
送
ら
ん
と
欲
し
且
つ
嘲
呼
の
言
あ
り
、
吉
国
家
亦
之
を
厭
ひ
、
始
め
て
惟
足
の
話
談
を
許
す
、
此
時
出
雲
路
民
部
等
も
、
亦
垂
加
の
命
を
受
け
て
出
席
す
。
Ｌ
そ
話
を
聞
く
の
人
番
味
成
歎
せ
ざ
る
な
し
、性
足
吉
日
に
返
附
す
る
三
重
の
体
に
止
る
、沖
離
磐
境
に
至
て
衆
連
威
通
の
機
な
し
と
国
て
之
を
体
へ
ず
し
て
武
江
に
婦
る
。
垂
加
幸
て
都
分
を
し
て
惟
足
に
語
げ
し
め
て
日
く
、
比
笙
本
と
故
萩
原
殿
暫
く
子
に
託
す
る
庭
の
み
。
子
が
成
、
不
成
を
岡
去
べ
き
に
あ
ら
ず
、
宜
し
く
逃
か
に
衆
達
射
に
進
附
す
べ
し
と
、
苦
言
爾
攻
然
る
に
性
足
維
に
肯
は
ず
、
因
て
盆
々
吉
回
昨
ふ
、
英
後
維
に
討
離
磐
境
を
以
て
十
一津
に
俸
ム
。
（秦
山
集
）
と
あ
る
。
斯
一く
ヽ
難
産
で
あ
つ
た
道
統
権
承
が
、
時
の
重
要
人
物
正
之
に
相
停
し
維
て
、
始
め
て
事
な
ど
を
得
た
の
で
あ
る
が
、
惜
Ｕ
べ
し
公
は
共
翌
年
各
亮
去
さ
れ
た
分
に
、
相
体
問
題
の
再
燦
す
へヾ
さ
を
深
想
さ
れ
た
が
、
幕
府
も
之
を
避
け
て
隅
れ
な
か
つ
た
か
ら
、
其
後
元
献
三
年
五
月
我
子
長
十
郎
に
体
ム
る
に
至
つ
た
。
英
間
の
沿
思
は
、
近
年
惟
足
妻
老
御
老
中
に
中
請
い
て
同
く
、
吉
田
一
子
相
律
の
秘
前
離
磐
境
の
俸
故
唯
原
殿
Ｈ
に
託
附
す
、
然
る
に
衆
連
卿
之
を
聞
き
肯
ぜ
ず
、
未
だ
迄
援
し
能
は
ず
。
今
亀
期
日
に
通
る
。
焔
に
身
に
殉
て
此
俸
を
失
は
た
か
、
抑
も
之
を
嬢
息
に
遺
さ
ん
か
、
御
老
中
国
く
此
等
は
武
家
の
知
る
べ
き
事
に
あ
ら
ず
宜
し
く
汝
が
意
に
任
す
べ
し
と
、
乃
ち
子
源
十
郎
に
俸
附
し
て
而
し
て
卒
す
。
（秦
山
集
）
其
後
に
至
Ａ
吉
回
衆
連
は
耐
母
が
秘
詮
し
つ
ヽ
自
分
に
興
へ
た
庭
の
秘
書
に
は
、
性
足
の
摩
授
以
外
の
多
く
の
奥
秘
が
あ
つ
た
の
で
、
之
を
辱
ん
で
由
律
し
た
と
碁
言
す
る
に
至
つ
た
が
、
我
が
所
持
の
系
統
譜
に
は
、
吉
田
正
三
位
卜
部
策
教
卿
　
一二
事
重
位
元
名
粂
連
寛
文
十
二
年
泰
返
停
を
受
け
て
も
未
だ
唯
受
一
人
の
俸
を
轟
さ
ず
。
萩
原
正
三
位
卜
部
員
徒
卿
　
一
、
事
王
位
粂
徒
卿
子
　
階
級
未
詳
と
あ
る
の
み
で
、
此
庭
に
も
亦
議
論
の
餘
地
が
存
す
る
。
型
晏
沖
道
及
垂
加
耐
道
の
系
統
に
就
て
（
木
村
定
三
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五
理
事
和
道
及
垂
加
耐
道
の
系
統
に
就
て
（
木
村
定
三
〕
一十
六
吉
川
惟
足
は
元
藤
七
年
に
卒
去
し
、
其
子
徒
長
父
に
代
て
幕
府
に
仕
へ
た
、
其
門
に
遊
び
し
諸
侯
中
に
は
津
軽
信
政
、
明
石
一番
主
松
李
直
常
、
及
小
笠
原
民
部
は
三
事
重
位
を
受
け
我
子
徒
光
も
亦
三
事
に
進
み
し
が
早
世
せ
し
角
に
途
に
な
卒
正
容
零
由津
侯
）
に
共
道
統
を
俸
去
る
に
至
つ
た
。
是
を
嫡
俸
第
五
十
六
代
と
縮
す
る
。
工
容
は
正
之
の
六
男
で
見
正
経
の
後
を
享
け
て
含
津
藩
圭
と
な
つ
た
。
資
性
英
明
學
を
好
み
道
を
慕
去
て
、
惟
足
よ
う
二
事
、
二
事
樽
を
受
け
、
徒
長
よ
う
は
三
事
を
経
て
、
途
に
四
五
奥
秘
の
皆
体
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
後
年
京
都
の
苦
田
衆
敬
は
昭
る
に
徳
分
の
裏
抜
を
以
て
し
た
。
又
坂
本
義
郡
よ
う
は
弓
道
皆
樺
を
、
跡
部
光
海
よ
う
垂
加
那
道
奥
秘
を
も
任
授
さ
れ
た
。
然
る
に
垂
加
郡
道
話
學
に
就
て
は
、
管
て
藩
士
の
若
千
が
垂
加
円
下
の
山
岡
唖
山
を
招
て
其
教
を
熟
い
た
時
、
公
も
亦
之
を
引
見
し
て
沖
代
各
を
証
ぜ
し
め
た
の
で
あ
る
。
時
に
坂
本
美
部
は
之
を
難
い
て
君
は
天
鬼
屋
令
五
十
六
代
の
道
統
を
権
が
れ
な
が
ら
、
堕
山
如
ど
の
話
群
を
聞
か
る
ヽ
こ
と
は
あ
る
女
じ
き
事
ゆ
へ
確
く
御
無
用
た
る
べ
し
。
と
諌
上
し
た
倉
め
に
、
公
も
理
由
あ
る
事
と
し
て
、
之
を
中
止
す
る
に
至
つ
た
。
叙
し
水
つ
て
碑
代
よ
う
の
道
統
は
常
然
惟
足
よ
う
吉
田
家
に
俸
へ
ら
る
べ
さ
で
あ
つ
た
が
ヽ
不
幸
に
も
果
さ
れ
ず
し
て
途
に
深
期
せ
ぎ
る
結
果
を
生
じ
て
、
江
戸
よ
う
含
津
の
盆
地
へ
と
“
は
つ
た
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
道
は
古
今
に
通
ず
べ
き
も
の
で
、
徒
ら
に
京
洛
の
黄
塵
に
理
み
去
る
べ
き
で
は
な
く
、
却
て
擢
勢
も
責
自
も
，
政
治
的
野
心
も
微
塵
張
対
思
ぎ
る
敬
抑
家
の
話
學
心
に
の
み
盛
は
る
べ
き
も
の
で
あ
つ
た
、
友
松
、
服
部
の
輩
が
其
赤
誠
を
耐
と
君
と
に
設
．し
た
の
も
亦
所
以
あ
る
か
な
だ
。
正
容
以
後
の
権
水
者
中
に
は
吉
川
矢
以
外
に
含
津
藩
主
に
し
て
能
く
縫
承
の
徳
器
を
有
せ
ろ
者
も
あ
う
、
特
に
家
に
中
に
は
大
竹
政
文
、
中
野
葬
都
、
大
竹
政
教
、
橋
爪
辛
求
、
櫻
井
政
重
等
右
数
の
抑
道
家
相
縫
で
英
棟
永
絶
ゆ
る
こ
と
な
し
に
、
明
治
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
思
共
に
先
に
は
苦
田
山
に
停
絆
腐
敗
せ
ん
と
し
、
後
に
は
俗
調
道
の
名
を
以
て
葬
Ｄ
去
ら
れ
た
と
せ
る
唯
一
耐
道
が
克
く
共
長
償
を
含
津
に
於
て
の
み
保
持
較
揮
し
た
。
然
る
を
不
辛
に
も
明
治
虜
辰
の
戦
耐
が
、
兄
爾
山
の
耐
境
を
も
友
一廊
に
漏
せ
し
め
て
没
多
の
貴
重
文
感
が
永
久
に
共
姿
を
失
う
た
の
で
あ
る
、
此
悼
ま
し
き
獲
遷
に
遭
遇
し
て
一
時
は
白
矢
せ
ん
と
し
た
老
ぼ
士
楼
井
政
重
が
共
晩
年
を
出
間
の
僻
地
に
違
う
つ
ヽ
執
肇
せ
る
も
の
、
及
び
僅
か
に
保
管
せ
る
文
感
の
一
二
が
、六
十
徐
年
後
の
今
日
断
片
と
し
て
紙
魚
の
靴
を
通
れ
た
の
で
あ
る
。予
は
此
未
見
の
故
分
に
導
か
れ
て
、
主
道
統
を
叙
し
得
た
の
も
、
全
く
此
賜
で
あ
る
、
併
し
是
は
決
し
て
耐
道
史
上
の
鎖
事
で
な
い
、
徒
て
此
小
文
が
辛
に
斯
道
先
費
の
目
に
嫡
れ
て
其
批
制
を
受
け
且
つ
予
が
蒙
を
啓
か
れ
得
た
な
ら
ぼ
誠
に
光
柴
で
あ
り
、
文
尉
ヤ謝
で
あ
る
。
（昭
和
七
、
七
、
七
）
型
摯
沖
通
及
垂
加
部
通
の
系
統
に
就
て
（
木
村
た
三
）
一
一
ｔ
